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会議録（概要） 

１ 会 議 名 平成２６年度第２回習志野市新型インフルエンザ等対策審議会 

２ 開催日時  平成２６年７月１８日（金）午後１時３０分～午後２時２５分 

３ 開催場所  教育委員会 １階 大会議室 

４ 出 席 者 委員：三代川会長、新副会長、黒田委員、市川委員、板谷委員、宇野委員、土屋委

員、筒井委員、眞殿委員、太田委員、古賀委員、辻委員、菅野委員、杉山委

員、髙橋委員、増田委員、西山委員、風見委員（出席１８名） 

（欠席：市民経済部市川委員、武石委員、菊池委員 ３名） 

代理出席：市民経済部安達氏（市民経済部市川委員代理） 

事務局 ：上岡健康支援課長、塙主幹、河西主査、中村主事、雪沢技師、大野主任

技師 

傍聴者 ：なし 
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三代川会長： 

 平成２６年度第２回習志野市新型インフルエンザ等対策審議会開催挨拶。 

 会議を公開する。 

 傍聴希望なし。 

 ２１名の委員の内、１８の出席。過半数の出席があるため、本審議会は成立。 

 市民経済部長市川委員の代理で市民経済部次長安達氏が出席。 

 

事務局より資料説明 

事務局： 

【資料１について説明】 

 資料１の計画は、第１回審議会での意見や庁内の審議会委員の意見を元に修正。 

 １ページ 「１ 新型インフルエンザ等の発生と危機管理」 ６行目 

「新型のウイルスは、それぞれの人や動物の体内で遺伝子の変異と増殖を繰り返し

ており、これらの変異の過程でこれまでに人類が遭遇したことのない新たな感染力

と致死率の高い強毒性を持つウイルスが発生する可能性がある。」 

＜理由＞ 

・新型インフルエンザ等の脅威をさらに表現するため。 

 

 ２ページ 「２ 新型インフルエンザ等対策の経緯」下から４行目以降文言追

加。 

『本市においては、２０１４年（平成２６年）２月に策定された「習志野市の危機

管理指針」における４つの危機（①災害、②武力攻撃事態等及び緊急対処事態、③

新型インフルエンザ等感染症、④その他）のうちのひとつとして、新型インフルエ

ンザ等対策を位置付けている。』 

＜理由＞ 

 ・２ページに追加前は、１６のページ ６ 行動計画の主要６項目 実施体制に

記載されていたが、習志野市の危機管理指針に位置づけられていることを強調する
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ため。 

・平成２６年度第１回新型インフルエンザ等対策審議会での「習志野市の特徴を出

した計画を」という意見を反映したため。 

 

 ６ページ 「２ 新型インフルエンザ等対策の基本的な考え方」最初の説明文

７行の下に【本市の特性】追加。 

＜理由＞ 

・平成２６年度第１回新型インフルエンザ等対策審議会での「習志野市の特徴を出

した計画を」という意見を反映したため。 

 

 １１ページ ４ 新型インフルエンザ等発生時の被害と影響について 

【被害想定の条件】り患率、致命率の表現を変更し、「アジアインフルエンザ等」「ス

ペインインフルエンザ」を削除し、（国・県想定と同様）とした。 

＜理由＞ 

・「アジアインフルエンザ等」「スペインインフルエンザ」といった固有の名称での

表現よりも、国・県と同様の根拠であるということを分かりやすくするため。 

 

 １９ページ 「（２）情報収集・提供 ②情報提供手段の選択」４行目下【情報

提供手段】追加 

第 1 回の審議会で情報提供手段について太田委員より情報提供手段について説明

のあった内容を記載。 

 ＜理由＞ 

・市民に情報提供の具体的手段をより分かりやすく示すため。 

・「地域防災計画」でも、「情報伝達体制の整備」に明記されており、それに準じた

表現とするため。 

 

 ２０ページ ⑤情報提供体制 ７行目に文言追加。 

「また、マスメディア・関係機関からの問い合わせに対し、対応する。」 

 ＜理由＞ 

・マスメディア・関係機関からの問い合わせに対応するということが明記されてい

なかったため。 

 

 ２４ページ 「６ 行動計画の主要６項目」「（５）医療 ③発生時における医

療体制の維持・確保」 に「抗インフルエンザ薬」について箇条書き５つめの

項目を追加。 

「国は諸外国における備蓄状況や最新の医学的な知見等を踏まえ、国民の 45％に相

当する量を目標として、国及び都道府県において計画的かつ安定的に備蓄を勧める

こととしている。 

また、国は、インフルエンザウイルス株によっては、現在、備蓄に占める割合が
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高いオセルタミビルリン酸塩（商品名：タミフル）に耐性を示す場合もあること

から、今後、備蓄薬を追加・更新する際に他の薬剤の備蓄割合を増やすことを検

討することとしている。 

市は、抗インフルエンザ薬の備蓄量や市内医療機関への流通について、県より情

報を収集するよう努める。」 

＜理由＞ 

 ・抗インフルエンザウイルス薬については、７ページ ２新型インフルエンザ等

対策の基本的な考え方（３）感染拡大スピードの抑制 に記載されているが、国・

県が抗インフルエンザウイルス薬を備蓄していることをより分かりやすく示し、そ

れに対する市の対応を明記するため。 

 

 ２７ページ ７ 発生段階 の表の下に図を追加 

＜理由＞ 

・平成２６年度第１回新型インフルエンザ等対策審議会での「新型インフルエンザ

等対策の時間軸をより分かりやすくしたほうがよい」という意見を反映したため。 

 

 ３０ページ～５６ページ 各発生期の表の下 

【市が行う対策】に所管部名を追加 

＜理由＞ 

・市民にどの部署が所管課として対応するのかということをより分かりやすく示す

ため。 

・行動計画に基づき、全庁が一体となり取り組みを推進し、対策を実施することが

必要であるため。 

 

 ５０ページ （５）医療 緊急事態宣言が行われいる場合の措置 

「④市内公共交通機関への協力依頼」を追加 

＜理由＞ 

  ・緊急事態宣言が行われている場合の措置の中に、市内公共交通機関への協力

について明記されていなかったため。 

 

 ５７～６０ページ 【用語の説明】を追加 

 ６１ページ 【用語の定義】を追加 

＜理由＞ 

・用語の説明及び定義を示し、より分かりやすくするため。 

 

 上記修正の一覧が資料２。 

 

三代川会長： 

 議事の１点目「新型インフルエンザ等行動計画（素案）について」 
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「Ⅲ 新型インフルエンザ等発生の各段階における対策」について説明、質問・意

見交換のかたちで進める。 

 

事務局： 

 参考資料（2009年、発生段階）説明 

前回の審議会の中で、時系列のイメージが重要というご指摘があったため、平成 21

年の時のインフルエンザの状況について簡単に説明。 

・平成 21 年度のインフルエンザは、4月にメキシコで豚から人に感染したウイルス

が、人と人の感染になり、メキシコからアメリカに広がった。 

・日本へは、4月末に関西の高校生が修学旅行から帰国した際に、感染し、関西で発

生。 

・習志野市では、4月 30日に対策本部を設置。 

・5月になり、市民への情報提供をどのように行うか、業務継続計画をどうするか、

この時点で検討。 

・情報発信として、チラシ配布、広報 6月 1日号への掲載の準備を開始。 

・習志野健康福祉センターと発熱外来をどのように設置するかの検討。 

・5月中旬に、関西で集団発生。本市の市内中学校の京都への修学旅行を実施するか

検討。 

・5月末に県内初の患者が確認。その後、県内で発生報告が連日始まった。 

・6月中旬、市内患者が発生。この時期に、WHOがフェーズ 6を宣言。 

・7月下旬に市内で家族内で複数名の発生。その後は、単発の発生のみで経過。 

・8月下旬から市内で集団発生。この頃には、病原性については、低いという見解が

示されたが、死亡者も出ていることから、慎重な対応がとられていた。 

・9月の 2学期開始と同時に、市内各地域で集団発生が続き、市内幼稚園、学校の学

級閉鎖が行われました。 

・10月末に、医療従事者へのワクチン接種が開始。11月上旬には、妊婦や基礎疾患

のある方の接種が開始。 

・12月中旬に、市では、医師会の協力の下、幼児に集団会場でワクチン接種。 

・12月末から希望する方全ての人の接種が可能になった。 

・1月になると、感染者は、激減。小康期となった。 

・3月末に対策本部を解散。 

・平成２１年のインフルエンザのピークは、11 月の上旬。庁内の動きの中では、5

月以降が国内に入ってきてから検討や協議が行われ、あわただしい動きだった。 

・平成 21年度に新型インフルエンザは、現在は、季節性インフルエンザと扱われて

いるが、感染力が高い。季節性のインフルエンザは、毎年数百万人から一千万人ぐ

らいの方がかかるとされてるが、平成 21年は、二千二百万人がかかったとされ、通

常の２倍から数倍の感染だった。また、若い人の感染が多かったこともあり、脳症

などの重症例、死亡例が多く発生した。 

・日本の医療体制やマスクや手洗いなどの衛生習慣などにより、世界の中で最も致
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死率が低い。 

・感染症対策として、感染症についての理解を深める、感染症が発生しないように

する、感染症を早く見つける、感染症が出たら広がらないようにする、感染症に備

えることが重要であるといわれている。 

 

 行動計画の各論の説明。 

・資料 1 30ページから各論となる。 

・発生段階ごとに、「市が行う対策」「市民が行うこと」「関係団体・市民団体が行う

こと」「事業者が行うこと」「医療関係団体・各医療機関が行うこと」に分けて表記。 

この表記の仕方は、国・県と異なり、習志野市の独自の表現。 

・国内発生早期から、国から緊急事態宣言が出された場合、緊急事態措置が発令し、

命を守り生活をや経済に影響が最小限になるよう区域・期間を決めて実施する措置

が出されるので、それらが目立つ様に点線枠で囲い表記。 

・未発生期、海外発生期、国内発生早期、国内感染期、小康期の 5 つの時期に分け

ている。 

・用語説明を記載。 

 

三代川会長：事務局の説明に関して、何か質問や意見はあるか。 

人権擁護の立場から土屋委員、何かこの計画について御意見はあるか。 

 

土屋委員： 

緊急事態措置が行われている場合の措置について 

「必要な場合」と「特に必要な場合」の違いは何か。 

 

事務局： 

違いについてすぐに回答ができないため、後日回答。 

 

三代川会長：他にご意見はあるか。 

 

増田委員： 

各発生段階に「市民が行うこと」「関係団体が行うこと」が書かれてるが、包括支援

センターがどこに入っているのか見つけることができなかった。 

民生委員や高齢者相談員が活動する際、これまで困ったことが起こったとき、まず、

相談する最初の窓口が包括支援センター。高齢者の相談窓口についての記載が見あ

たらないため、、どこが関係しているのか明らかにしていただきたい。 

 

事務局： 

包括支援センターは市の委託となっているが、指摘のとおり委託先などについての

記載がなかった。どのように計画に書き示すのかすぐに提示できないため、事務局
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で検討する。 

 

三代川会長： 

事務局より一部追加説明の希望のため、説明。 

 

事務局： 

 危機管理に関する庁内検討委員会の進捗状況と変更内容について 

事務局より、「７月１４日危機管理に関する庁内検討委員会 後 版」の計画を配布。 

・７月１４日に危機管理に関する庁内検討委員会が開かれ、行動計画について庁内

で検討し、庁内での意見を反映。 

・大きく追加された項目は情報提供体制及び臨時休業等についての２点です。 

 

 ２４ページ情報提供体制について 

マスメディア等に対して市対策本部の広報担当者が情報提供。 

「広報班を中心としたチーム」については、次回の庁内検討委員会で諮る予定。 

現時点では、「市対策本部の指示により広報班を中心としたチームを結成し、市対策

本部の指示に基づき市民団体等に情報提供する」案を検討。 

 

 ２５ページ臨時休業等について 

「ウ 臨時休業等について」の項目が追加。 

臨時休業等が、どのように決定され行われるのかということが記載。 

 

 庁内での意見を取り入れた細かい変更点は、灰色の部分で色分けされているた

め、再度確認願いたい。 

 

 業務継続計画について 

市の業務に関する業務継続計画を各部局において作成中。 

業務継続計画とは、事業継続のための、「重要業務」を選定するとともに、業務及び

組織を継続するために、「縮小・休止する業務」を記載するもの。 

業務継続計画は、２６年度中の完成を目指し、業務継続計画を実施するための庁内

のマニュアルについては、順次作成していく予定。 

 

三代川会長：その他いかがか。 

 

新副会長： 

マニュアルについては、どのような作成メンバーを考えているのか。 

 

事務局： 

庁内のマニュアルについては、各所管課が業務継続計画に基づき作成。 
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市民団体が新型インフルエンザ等が発生した場合のマニュアルについては、本日参

加していただいている市民団体等の市民の方々と一緒に作り上げたい。 

 

三代川会長：その他いかがか。 

（意見なし） 

本日の委員の皆様の意見を反映させた上で、後日市長に答申。 

（異議なし） 

答申については後日ご報告。 

 

議事２ その他 

つづきまして、「その他」について、事務局より。 

 

事務局 

パブリックコメント以降の予定説明 

本日ご審議いただいた内容で、計画を修正しまして、9／1～9／30 にパブリックコ

メントを実施する予定。 

 パブリックコメントを反映させた計画を１０月下旬庁内での審議を経て、11 月上

旬に完成した計画を委員の皆様に送る予定。 

 

勉強会について説明 

次に、勉強会について案内します。 

先ほどご説明しましたように、庁内では業務継続計画や庁内の対応マニュアルを作

成すべく動いている。 

市民団体や自治会（町会）が新型インフルザ等の対策において、どのように活動す

るか、市民の代表である委員の皆様と一緒に新型インフルエンザ等マニュアルを作

成したいと思っている。 

その前段として、審議会委員の有志による勉強会を開催したいと考えている。勉強

会に報酬はないが。都合のつく方はご参加いただければと思う。 

この勉強会の内容としては、 

習志野健康福祉センター長である新副委員長に新型インフルエンザ等についての講

義、内閣官房新型インフルエンザ等対策室作成の新型インフルエンザ等に関する

DVDを御覧いただだく予定。 

また、参加者の皆様から新型インフルエンザ等が発生した場合の心配事や疑問点な

ど忌憚ない御意見を頂戴したいと思っている。 

 

日時は 10月 1日 14時～16時保健会館別館にて予定している。別途通知させていた

だくので、参加をしてほしい。 

 

次回審議会日程説明 
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なお、次回の審議会の日程ですが、１月に予定している。 

近くなったら、日程調整をさせていただくのでよろしくお願いしたい。 

 

委員名簿公開についての回答書 

「審議会等の委員名簿公開についての回答書」をまだ提出されていない委員がいま

したら、お帰りの際に、事務局まで提出をお願いする。 

 

 

 これをもちまして、平成２６年度第２回新型インフルエンザ等対策審議会を閉会

します。 

  

 

７ 所管課名 保健福祉部健康支援課 

 


